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はじめに

本書『Sun Ultra 24 Workstation オペレーティングシステムインストールガイド』で
は、Solaris™、Linux、および Windows オペレーティングシステムの設定に必要な
情報について説明します。

シェルプロンプト

シェル プロンプト

C シェル machine-name%

C シェルスーパーユーザー machine-name#

Bourne シェルと Korn シェル $

Bourne シェルと Korn シェルスーパーユーザー #
v



表記上の規則

関連ドキュメント
Sun Ultra 24 Workstation のドキュメントセットについては、システムに付属してい
る『Where To Find  Documentation ( ドキュメントの場所 )』シートで説明しています。
すべてのドキュメントは、製品ドキュメントサイトで公開されています。次の URL 
を参照してください。

http://www.docs.sun.com

これらのドキュメントの一部については、製品ドキュメントサイトで簡体字中国語、
繁体字中国語、フランス語、ドイツ語、イタリア語、日本語、韓国語、およびスペイ
ン語版が入手可能です。

英語版は頻繁に改訂されており、翻訳版よりも最新の情報が記載されています。

書体*

* ご使用のブラウザの設定によっては、表示内容が多少異なる場合もあります。

意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディ
レクトリ名、および画面上のコ
ンピュータ出力を示します。

.login ファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイルを
表示します。

% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画
面上のコンピュータ出力とは区
別して示します。

% su

Password:

AaBbCc123 書名、新しい用語、強調する語
句、および変数を示します。変
数の場合には、実際に使用する
特定の名前または値で置き換え
ます。

『User’s Guide』の第 6 章を参照してく
ださい。

これらはクラスオプションと呼ばれ
ます。

これを行うには、スーパーユーザーで
ある必要があります。

ファイルを削除するには、rm < ファイ
ル名 > と入力します。
vi Sun Ultra 24 Workstation オペレーティングシステムインストールガイド • 2007 年 11 月



ドキュメント、保証、サポート、および
トレーニングの URL

サードパーティーの Web サイト
Sun 社は、本書で挙げているサードパーティーの Web サイトの利用について責任を
負いません。また、当該サイトまたはリソースから入手可能なコンテンツや広告、製
品またはその他の素材を推奨したり、責任あるいは法的義務を負うものではありませ
ん。さらに、他社の Web サイトやリソースに掲載されているコンテンツ、製品、
サービスなどの使用や依存により生じた実際の、または嫌疑的な損害や損失について
も責任を負いません。

コメントをお寄せください
Sun 社は、ドキュメントの改善を常に心がけており、皆様のコメントや提案を歓迎い
たします。コメントは次のサイトを通してお送りください。

http://www.sun.com/hwdocs/feedback

フィードバックには、本書のタイトルと部品番号の記載をお願いいたします。
Sun Ultra 24 Workstation オペレーティングシステムインストールガイド、
820-3654-10。

分野 URL 説明

ドキュメント http://docs.sun.com Sun のドキュメント。

保証 http://www.sun.com/service/support/
warranty/index.html

保証に関する詳細な情報が確認できます。

サポート http://www.sun.com/support/ パッチなどのテクニカルサポートを利用で
きます。

トレーニング http://www.sun.com/training/ Sun の各種トレーニングコースや教育サー
ビスについて案内しています。
はじめに vii

http://www.sun.com/support
http://www.sun.com/training/
http://www.sun.com/service/support/warranty/index.html
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第 章1

インストールの概要

本書では、インストール済みの Solaris オペレーティングシステム (OS) を使用しない
場合に、OS をワークステーションにインストールする方法について説明します。

■ Solaris OS のインストール手順については、第 2 章を参照してください。

■ Linux OS のインストール手順については、第 3 章を参照してください。

■ Windows OS のインストール手順については、第 4 章を参照してください。

■ Linux および Solaris のリモートイメージについては、付録 A を参照してください。

図 1-1 に、ワークステーションにオペレーティングシステムをインストールする際の
手順を示します。
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図 1-1 インストールの流れ
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第 章2

Solaris のインストール

この章では、インストール済みの Solaris OS を使用しない場合に、Solaris OS をワー
クステーションにインストールする方法について説明します。

この章には次のセクションがあります。

■ セクション 2.1、「オペレーティングシステムの選択とアップデート」 (2-1 ページ )

■ セクション 2.2、「BIOS を Solaris 用に設定する」 (2-2 ページ )

■ セクション 2.4、「現在インストールされている OS の消去」 (2-3 ページ )

■ セクション 2.5、「Solaris OS のインストール」 (2-4 ページ )

■ セクション 2.6、「ドライバのインストール」 (2-4 ページ )

2.1 オペレーティングシステムの選択と
アップデート
ワークステーションには Solaris OS がプリインストールされています。以前の 
Solaris OS のバージョンはサポートされていません。

現在インストールされている Solaris OS のバージョンを置き換えるには、Solaris OS 
を次の Web サイトからダウンロードできます。

http://www.sun.com/software/solaris/
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2.2 BIOS を Solaris 用に設定する
デフォルトでは、BIOS で SATA が IDE として設定されています。

■ BIOS を変更していない場合は、この設定を実行する必要はありません。

■ BIOS で「Configured SATA as (SATA の設定 )」オプションがデフォルトから変更
されている場合は、次の手順を実行します。

1. ワークステーションの電源をオンにします。

2. Sun のロゴ画面が表示されている間に F2 キーを押して「BIOS Setup (BIOS
設定 )」メニューを表示します。

3. 「Advanced ( 詳細 )」、「Integrated Devices ( 統合デバイス )」の順に進みます。

4. 「Configured SATA as (SATA の設定 )」オプションを「IDE」に変更します。

5. F10 キーを押して変更内容を保存し、BIOS を閉じます。

2.3 LSI RAID の設定
LSI で RAID アレイを設定するには、次の手順に従います。

1. ブート時の BIOS の間に、Control-C キーを押して、LSI 設定ツールを開きます。

2. 必要な SAS コントローラを選択して、Enter キーを押します。

3. 「RAID Properties (RAID のプロパティ )」を選択します。

4. 希望する RAID アレイのタイプを選択します。

5. RAID に含めるボリュームを選択します。

注 – SAS ボリュームと SATA ボリュームを RAID 内に混在させないでください。

6. アレイが設定されたら、変更を保存して終了します。

注 – IM アレイと IME RAID アレイを作成すると、自動リセットが実行され、キャッ
シュへの書き込み機能が有効になります。
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2.4 現在インストールされている OS の消去
現在インストールされている OS を消去するには、ツールとドライバの DVD を使用
してブートハードドライブ上のパーティションを消去します。「Erase Primary Boot 
Hard Disk ( プライマリブートハードディスクの消去 )」オプションを使用すると、診
断パーティションを除くすべてのパーティションが消去されます。

2.4.1 診断パーティションについて

システム診断ソフトウェアでは、テストスクリプトを書き込むための診断パーティ
ションが必要です。診断パーティションが存在しないと、診断画面には結果しか表示
されません。

このセクションの手順では、診断パーティションは削除されません。

診断パーティションを誤って削除した場合は、ツールとドライバの CD の「Create 
Diagnostic Partition ( 診断パーティションを作成する )」オプションを使用して作成
し、マウントし直すことができます。手順については、『Sun Ultra 24 Workstation 
Service Manual (Sun Ultra 24 Workstation サービスマニュアル )』を参照してください。

2.4.2 現在インストールされている OS の消去

注意 – 「Erase Primary Boot Hard Disk ( プライマリブートハードディスクの消去 )」
オプションは、診断パーティションを除くハードドライブ上のすべてのパーティショ
ンとすべてのユーザーデータを消去します。この操作を開始する前に、ハードディス
クの全データをバックアップしてください。

プライマリブートハードドライブ上の、診断パーティションを除くすべてのパーティ
ションを消去するには、次の手順に従います。

1. ハードドライブ上に必要なデータがあれば、バックアップしておきます。

2. ツールとドライバの DVD をワークステーションに挿入します。

3. メインメニューが表示されたら、ツールとドライバの DVD のメインメニューか
ら次のオプションを選択します。

3. Erase Primary Boot Hard Disk

このオプションを選択すると、プライマリハードディスクドライブ上に現在ある
すべてのパーティション ( 診断パーティション以外 ) が消去されます。診断パー
ティションが存在する場合、このパーティションはそのままになります。
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2.5 Solaris OS のインストール
Solaris OS をインストールする手順については、
http://docs.sun.com/app/docs/doc/817-0544 でオンラインドキュメントを
参照してください。

以前作成したリモートイメージをインストールする場合は、セクション A.2、
「JumpStart™ サーバーからの Solaris のインストール」 (A-2 ページ ) を参照してくだ
さい。

2.6 ドライバのインストール 
OS のインストールが完了したら、ツールとドライバの DVD に収録されているイン
ストールスクリプトを実行して、OS に対応するドライバをインストールします。

ツールとドライバの DVD は、ワークステーションに付属しています。

注 – ツールとドライバの DVD には、診断パーティションの再作成とマウントのため
のツールも収録されています。診断パーティションを誤って消去した場合を除き、こ
の手順を実行する必要はありません。詳細については、『Sun Ultra 24 Workstation 
Service Manual (Sun Ultra 24 Workstation サービスマニュアル )』を参照してください。

Solaris OS の新規インストールを行っているときにドライバをインストールするに
は、次の手順に従います。

注 – プリインストールされていた OS のバックアップコピーを復元する場合は、ドラ
イバを再インストールする必要はありません。

ドライバをインストールするには、次の手順に従います。

1. システムにスーパーユーザーとしてログインします。

2. ツールとドライバの DVD を DVD ドライブに挿入します。

Solaris OS により CD が自動的にマウントされます。

3. 次のコマンドを入力して、/cdrom/cdrom0/drivers/sx86 ディレクトリに移
動します。

# cd /cdrom/cdrom0/drivers/sx86
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4. 次のコマンドを入力して、インストールスクリプトを実行します。

# ./install.sh

システムドライバがインストールされます。

インストールが完了すると、変更を有効にするためにシステムをリブートするよ
う求めるプロンプトが表示されます。

5. Y キーを押してサーバーをリブートするか、N キーを押してサーバーを手動でリ
ブートします。

6. DVD ドライブから CD を取り出します。

7. ネットワーク情報を求めるプロンプトが表示されたら、サーバーへアクセスする
ためのネットワーク情報を入力します。
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第 章3

Linux のインストール

この章では、インストール済みの Solaris OS を使用しない場合に、Linux OS をワー
クステーションにインストールする方法について説明します。

この章には次のセクションがあります。

■ セクション 3.1、「オペレーティングシステムの選択とアップデート」 (3-1 ページ )

■ セクション 3.2、「BIOS を Linux 用に設定する」 (3-2 ページ )

■ セクション 3.3、「LSI RAID の設定」 (3-2 ページ )

■ セクション 3.4、「現在インストールされている OS の消去」 (3-3 ページ )

■ セクション 3.5、「Linux OS のインストール」 (3-4 ページ )

■ セクション 3.6、「ドライバのインストール」 (3-4 ページ )

3.1 オペレーティングシステムの選択と
アップデート
このワークステーションでは、次の Linux オペレーティングシステム ( またはそれよ
り新しいバージョン ) がサポートされます。

■ Red Hat Enterprise Linux 4 WS Update 5、32 ビットおよび 64 ビット

■ Red Hat Enterprise Linux 5 Client Update 0、32 ビットおよび 64 ビット

■ SUSE 9 SP3、64 ビットのみ

■ SUSE Linux Enterprise Desktop 10 SP1、64 ビットのみ

ワークステーションに対応する Red Hat Enterprise Linux WS または SUSE Linux 
Enterprise Desktop は、次の Sun Web サイトで購入できます。

http://wwws.sun.com/software/linux/index.html
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3.2 BIOS を Linux 用に設定する
デフォルトでは、BIOS で SATA が IDE として設定されています。BIOS で

「Configured SATA as (SATA の設定 )」オプションがデフォルトから変更されていな
い場合は、次の手順を実行します。

1. ワークステーションの電源をオンにします。

2. Sun のロゴ画面が表示されている間に F2 キーを押して「BIOS Setup (BIOS
設定 )」メニューを表示します。

3. 「Advanced ( 詳細 )」、「Integrated Devices ( 統合デバイス )」の順に進みます。

4. 「Configured SATA as (SATA の設定 )」オプションを変更します。

■ Linux OS で内蔵 SATA がサポートされている場合は、「Configured SATA 
as (SATA の設定 )」オプションを「AHCI」に変更します。

■ Linux OS が内蔵 SATA をサポートしない場合は、「Configured SATA as 
(SATA の設定 )」オプションを「IDE」に変更します。

5. F10 キーを押して変更内容を保存し、BIOS を閉じます。

3.3 LSI RAID の設定
LSI で RAID アレイを設定するには、次の手順に従います。

1. ブート時の BIOS の間に、Control-C キーを押して、LSI 設定ツールを開きます。

2. 必要な SAS コントローラを選択して、Enter キーを押します。

3. 「RAID Properties (RAID のプロパティ )」を選択します。

4. 希望する RAID アレイのタイプを選択します。

5. RAID に含めるボリュームを選択します。

注 – SAS ボリュームと SATA ボリュームを RAID 内に混在させないでください。

6. アレイが設定されたら、変更を保存して終了します。

注 – IM アレイと IME RAID アレイを作成すると、自動リセットが実行され、キャッ
シュへの書き込み機能が有効になります。
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3.4 現在インストールされている OS の消去
現在インストールされている OS を消去するには、ツールとドライバの DVD を使用
してブートハードドライブ上のパーティションを消去します。「Erase Primary Boot 
Hard Disk ( プライマリブートハードディスクの消去 )」オプションを使用すると、診
断パーティションを除くすべてのパーティションが消去されます。

3.4.1 診断パーティションについて

システム診断ソフトウェアでは、テストスクリプトを書き込むための診断パーティ
ションが必要です。診断パーティションが存在しないと、診断画面には結果しか表示
されません。

このセクションの手順では、診断パーティションは削除されません。

診断パーティションを誤って削除した場合は、ツールとドライバの CD の「Create 
Diagnostic Partition ( 診断パーティションを作成する )」オプションを使用して作成
し、マウントし直すことができます。手順については、『Sun Ultra 24 Workstation 
Service Manual (Sun Ultra 24 Workstation サービスマニュアル )』を参照してください。

3.4.2 現在インストールされている OS の消去

注意 – 「Erase Primary Boot Hard Disk ( プライマリブートハードディスクの消去 )」
オプションは、診断パーティションを除くハードドライブ上のすべてのパーティショ
ンとすべてのユーザーデータを消去します。この操作を開始する前に、ハードディス
クの全データをバックアップしてください。

ブートハードドライブ上の、診断パーティションを除くすべてのパーティションを消
去するには、次の手順に従います。

1. ハードドライブ上に必要なデータがあれば、バックアップしておきます。

2. ツールとドライバの DVD をワークステーションに挿入します。

3. メインメニューが表示されたら、ツールとドライバの DVD のメインメニューか
ら次のオプションを選択します。

3. Erase Primary Boot Hard Disk

このオプションを選択すると、プライマリハードディスクドライブ上に現在ある
すべてのパーティション ( 診断パーティション以外 ) が消去されます。診断パー
ティションが存在する場合、このパーティションはそのままになります。
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3.5 Linux OS のインストール
Linux のドキュメントの手順に従って、配布メディアから Linux をインストールし
ます。

■ Red Hat Enterprise Linux OS をインストールしている場合は、OS をインストー
ルした後、ビデオドライバをインストールする前に、up2date ユーティリティを
実行します。

■ NVIDIA ビデオドライバが既にインストールされている場合は、up2date を実行
した後に、install.sh スクリプトを実行します。

3.6 ドライバのインストール 
OS のインストールが完了したら、ツールとドライバの DVD に収録されているイン
ストールスクリプトを実行して、OS に対応するドライバをインストールします。

ツールとドライバの DVD は、ワークステーションに付属しています。

注 – ツールとドライバの DVD には、診断パーティションの再作成とマウントのため
のツールも収録されています。診断パーティションを誤って消去した場合を除き、こ
の手順を実行する必要はありません。詳細については、『Sun Ultra 24 Workstation 
Service Manual (Sun Ultra 24 Workstation サービスマニュアル )』を参照してください。

3.6.1 Linux ドライバのインストール

Linux ドライバをインストールするには、次の手順に従います。

1. システムにスーパーユーザーとしてログインします。

2. ツールとドライバの DVD を DVD ドライブに挿入し、次のように入力します。

# cd /mountpoint/drivers/linux/operating_system

各エントリの内容は次のとおりです。

mountpoint は DVD をマウントするディレクトリです。

operating_system はワークステーションにインストールされている Linux のタ
イプです。
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■ このディレクトリは存在しないと、DVD は自動マウントされません。その場
合、手順 3 および手順 4 の操作を行い、DVD をマウントしてこのディレクト
リへ移動する必要があります。

■ operating_system ディレクトリへ移動できた場合には、手順 5 へ進みます。

3. DVD が自動マウントされない場合、端末ウィンドウを開き、次のコマンドを入
力して DVD をマウントします。

# mount -o ro /dev/cdrom /mountpoint

mountpoint には、OS とオプティカルドライブの種類に応じたマウント位置を
指定します。

次に例を示します。

# mount -o ro /dev/cdrom /mnt/dvdrom

4. /mountpoint/drivers/linux/operating_system ディレクトリに移動します。

各エントリの内容は次のとおりです。

mountpoint は DVD をマウントするディレクトリです。

operating_system はワークステーションにインストールされている Linux のタ
イプです。

次に例を示します。

# cd /mnt/dvdrom/drivers/linux/red_hat

5. 次のコマンドを入力して、インストールスクリプトを実行します。

# ./install.sh

X サーバーが起動していると、このスクリプトは実行されません。

■ スクリプトが異常終了し、エラーメッセージが表示される場合には、手順 6 へ
進みます。

■ スクリプトが正しく実行されたら、手順 7 に進みます。

6. スクリプトが異常終了し、エラーメッセージが表示される場合には、次の手順で 
X サーバーを無効にします。

a. システムプロンプトで次のコマンドを入力します。

% init 3

b. スーパーユーザーとしてログインします。

c. 手順 4 および手順 5 を繰り返します。

7. ドライバのインストールが完了したら、DVD を取り出します。

8. ワークステーションをリブートします。
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第 章4

Windows OS およびドライバの
インストール

Sun Ultra 24 Workstation は、次の Windows オペレーティングシステムに対応する 
WHQL 認定製品です。

■ Windows XP SP2、32 ビットおよび 64 ビット (WHQL 認定 )

■ Windows 2003 Enterprise Server R2 SP2、32 ビットおよび 64 ビット (WHQL 認定 )

■ Windows Vista Ultimate、32 ビットおよび 64 ビット (WHQL 認定 )

Windows のインストール方法には複数のオプションがあります。

■ Windows CD を使用して Windows をインストールし、OS のインストール中やイ
ンストール後に手動でドライバをロードします。

■ 2003Reburn スクリプトまたは XpReburn スクリプトを使用して、プラット
フォーム、Intel SATA、および RAID ドライバを含む Windows CD を作成し、作
成した CD を使用して OS をインストールします ( ビデオドライバとオーディオド
ライバを別々にインストールしてください )。

■ Windows OS およびドライバの RIS イメージを作成し、RIS サーバーから OS をイ
ンストールします。

注 – Windows OS の RIS イメージを作成する手順については、ツールとドライバの 
DVD に収録されている Readme ファイルを参照してください。

Windows XP OS およびドライバをインストールする順序は次のとおりです。

1. 必要に応じて、BIOS を Windows 用に設定します。セクション 4.1、「Windows 
OS 用の BIOS の設定」 (4-2 ページ ) を参照してください。

2. 必要に応じて、インストール済みの Solaris OS を削除します。セクション 4.2、
「診断パーティションについて」 (4-4 ページ ) およびセクション 4.3、「ブートハー
ドディスクドライブのパーティションの消去」 (4-5 ページ ) を参照してください。
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3. 次のいずれかのセクションを参照して、OS をインストールします。

■ セクション 4.4、「Windows の手動インストール」 (4-6 ページ )

■ セクション 4.5、「XpReburn スクリプトによるドライバの入った Windows CD 
の作成」 (4-9 ページ )

注 – OS をインストールする際に診断パーティションを削除しないでください。診断
パーティションが消去されている場合は、『Sun Ultra 24 Workstation Service Manual 
(Sun Ultra 24 Workstation サービスマニュアル )』で Ultra 24 Workstation ツールと
ドライバの DVD の「Create Diagnostic Partition ( 診断パーティションを作成する )」
オプションを使用する手順を参照してください。

注 – Windows XP は診断パーティションをマウントできません。対処方法の詳細に
ついては、『Sun Ultra 24 Workstation Service Manual (Sun Ultra 24 Workstation サー
ビスマニュアル )』を参照してください。

4.1 Windows OS 用の BIOS の設定
このセクションでは、Windows OS、Intel SATA、および RAID 用にシステム 
BIOS および Intel Matrix Storage Manager オプション ROM の設定方法について説
明します。

4.1.1 Windows OS、Intel SATA、RAID 用のシステム 
BIOS の設定

Windows OS、および Intel RAID ( オプション ) 用にシステム BIOS を設定するには、
次の手順に従います。

1. ワークステーションの電源をオンにします。

2. 次の手順に従って、Windows 用に BIOS を設定します。

a. Sun のロゴ画面が表示されている間に F2 キーを押して「BIOS Setup (BIOS
設定 )」メニューを表示します。

b. 「Advanced ( 詳細 )」、「Integrated Devices ( 統合デバイス )」の順に進みます。

c. 「Configured SATA as (SATA の設定 )」オプションを ICH9R SATA の場合は
「AHCI」に、Intel RAID の場合は「RAID」に変更します。

3. F10 キーを押して変更内容を保存し、システム BIOS を閉じます。
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4.1.2 Intel Matrix Storage Manager オプション ROM の
設定

Intel Matrix Storage Manager オプション ROM を設定するには、次の手順に従い
ます。

注 – RAID ボリュームを作成したら、新しく作成した RAID ボリュームからブート
するように BIOS を設定する必要がある場合があります。

1. ワークステーションをリブートします。

2. Control-I キーを押して、Intel Matrix Storage Manager オプション ROM に進み
ます。

3. メニューオプション 1 を選択します。RAID ボリュームを作成し、次の設定を指
定します。

a. RAID ボリュームに名前を付けます。

b. RAID レベル (0、1、5、10) を選択します。

c. アレイのディスクを選択します。

d. ストライプサイズを選択します ( デフォルト : 128KB)。

e. ボリューム容量を選択します ( デフォルト : ディスクの合計サイズ )。

f. 「Create Volume ( ボリュームの作成 )」を選択して、RAID ボリュームの作成
を完了します。

4. 「5」を選択して、Intel Matrix Storage Manager オプション ROM を終了します。

注 – RAID ボリューム上の MBR を書き直す必要があります。それには、ツールとド
ライバの DVD を起動し、メインメニューで「4. Exit to DOS (DOS に移動 )」を
選択して  DOS に移動します。DOS で、fdisk と入力します。ハードディスクのセ
クター 0 にブートセクター ID がないことを示すプロンプトが表示された場合は、Y 
キーを押してディスクを初期化します。
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4.1.3 LSI RAID の設定

LSI で RAID アレイを設定するには、次の手順に従います。

1. ブート時の BIOS の間に、Control-C キーを押して、LSI 設定ツールを開きます。

2. 必要な SAS コントローラを選択して、Enter キーを押します。

3. 「RAID Properties (RAID のプロパティ )」を選択します。

4. 希望する RAID アレイのタイプを選択します。

5. RAID に含めるボリュームを選択します。

注 – SAS ボリュームと SATA ボリュームを RAID 内に混在させないでください。

6. アレイが設定されたら、変更を保存して終了します。

注 – IM アレイと IME RAID アレイを作成すると、自動リセットが実行され、キャッ
シュへの書き込み機能が有効になります。

4.2 診断パーティションについて
ツールとドライバの DVD には、診断 ( システムテスト ) ソフトウェアが収録されて
います。診断ソフトウェアの使用手順については、『Sun Ultra 24 Workstation Service 
Manual (Sun Ultra 24 Workstation サービスマニュアル )』を参照してください。

テストスクリプトをログファイルに書き込むには、診断パーティションが必要となり
ます。診断パーティションが存在しないと、診断画面には結果しか表示されません。

Sun Ultra 24 Workstation には、診断パーティションがプリインストールされています。
診断パーティションは、削除していない限りインストールし直す必要はありません。

診断パーティションを削除した場合は、ツールとドライバの DVD の「Create 
Diagnostic Partition ( 診断パーティションを作成する )」オプションを使用して作成
し直すことができます。手順については、『Sun Ultra 24 Workstation Service Manual 
(Sun Ultra 24 Workstation サービスマニュアル )』を参照してください。

注 – Windows XP は診断パーティションをマウントできません。対処方法の詳細に
ついては、『Sun Ultra 24 Workstation Service Manual (Sun Ultra 24 Workstation サー
ビスマニュアル )』(820-2480) を参照してください。
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4.3 ブートハードディスクドライブの
パーティションの消去
ブートハードドライブ上の診断パーティション以外のすべてのパーティションを消去
するには、ツールとドライバの DVD のメインメニューにある「Erase Primary Boot 
Hard Disk ( プライマリブートハードディスクの消去 )」オプションを使用します。

注意 – 「Erase Primary Boot Hard Disk ( プライマリブートハードディスクの消去 )」
オプションは、診断パーティションを除くハードドライブ上のすべてのパーティショ
ンとすべてのユーザーデータを消去します。この操作を開始する前に、ハードドライ
ブの全データをバックアップしてください。

プライマリブートハードドライブを消去するには、次の手順に従います。

1. ハードドライブ上に必要なデータがあれば、バックアップしておきます。

2. ツールとドライバの DVD をワークステーションに挿入します。

3. メインメニューが表示されたら、ツールとドライバの DVD のメインメニューか
ら次のオプションを選択します。

3. Erase Primary Boot Hard Disk

このオプションを選択すると、プライマリハードディスクドライブ上に現在ある
すべてのパーティション ( 診断パーティション以外 ) が消去されます。診断パー
ティションが存在する場合、このパーティションはそのままになります。

4. 確認メッセージが表示されたら、パーティションの削除を確定して実行します。

5. 指示が表示されたら、任意のキーを押してシステムをリブートします。
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4.4 Windows の手動インストール
このセクションでは、オプションの NVRAID ドライバ、プラットフォームドライ
バ、およびディスプレイドライバとともに Windows を手動でインストールする方法
について説明します。このセクションでは、Windows の完全なインストールプロセ
スについては説明しません。

このセクションでは、次の項目について説明します。

■ セクション 4.4.1、「Intel SATA および RAID ドライバフロッピーディスクの作成」 
(4-6 ページ )

■ セクション 4.4.2、「フロッピーディスクを使用した Windows のインストール」 
(4-7 ページ )

■ セクション 4.4.3、「フロッピーディスクを使用した Windows Vista のインストー
ル」 (4-8 ページ )

■ セクション 4.4.4、「NVIDIA グラフィックドライバおよび RealTek オーディオド
ライバのインストール」 (4-8 ページ )

4.4.1 Intel SATA および RAID ドライバフロッピー
ディスクの作成

このセクションでは、Intel RAID ドライバの入ったフロッピーディスクの作成方法に
ついて説明します。このディスクは Windows のインストールプロセスで使用します。

要件

ブートディスクを使用して Intel RAID ドライバをインストールするには、次のもの
が必要です。

■ CD-ROM ドライブを持つ Windows システム

■ 空のフロッピーディスク

■ Sun Ultra 24 Workstation ツールとドライバの DVD

■ RAID 設定の場合は、USB フロッピーディスクドライブ (2003/XP/Vista) または 
USB フラッシュ (Vista のみ )

■ Windows 2003/XP/Vista インストールメディア (OEM 版以外 ) 
4-6 Sun Ultra 24 Workstation オペレーティングシステムインストールガイド • 2007 年 11 月



フロッピーディスクの作成

Windows 32 ビットおよび 64 ビット用の Intel RAID フロッピーディスクを作成する
には、DVD ドライブとフロッピーディスクドライブが搭載された Windows システ
ムが必要です。

1. Windows ワークステーションに、ツールとドライバの DVD を挿入します。

2. DVD 上の次のディレクトリに切り替えます。次のコマンドを入力します。

C:\> cd d:\utilities\

3. OSReburn_x.x.zip を解凍します。

各エントリの内容は次のとおりです。

OS は XP または 2003 です。

x.x はバージョン番号です。

4. ワークステーションに空のフロッピーディスクを挿入します。

5. intel_ahci_xx.zip ファイルをフロッピーディスクドライブに解凍します。

ここで、xx は、32 ビットまたは 64 ビットを示す 32 または 64 です。

4.4.2 フロッピーディスクを使用した Windows の
インストール

Windows 2003 または XP を Intel AHCI/RAID ドライバと一緒に Sun Ultra 24 
Workstation にインストールするには、次の手順に従います。

1. ワークステーションに、USB フロッピーディスクドライブを接続します。

2. Windows 2003/XP 32 ビットまたは 64 ビットのインストール CD を DVD ドライ
ブに挿入します。

3. 指示が表示されたら、F6 キーを押して、サードパーティー製 SCSI ドライバまた
は RAID ドライバのインストールを開始します。

4. S キーを押してから Enter キーを押し、追加ドライバのインストールを指定して、
フロッピーディスクを挿入します。

5. SATA の場合は Intel ICH9 SATA AHCI Controller を選択し、RAID の場合は 
Intel ICH9 SATA RAID Controller を選択します。

6. Enter キーを押して、Windows 2003/XP のインストールを続行します。

7. OS のインストールが完了したら、セクション 4.4.4、「NVIDIA グラフィックドラ
イバおよび RealTek オーディオドライバのインストール」 (4-8 ページ ) の手順に
従って NVIDIA グラフィックドライバと RealTek オーディオドライバをインス
トールします。
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4.4.3 フロッピーディスクを使用した Windows Vista の
インストール

Windows Vista を Intel AHCI/RAID ドライバと一緒に Sun Ultra 24 Workstation に
インストールするには、次の手順に従います。

1. ワークステーションに、USB フロッピーディスクドライブまたはフラッシュドラ
イブを接続します。

2. Windows Vista 32 ビットまたは 64 ビットのインストール DVD を DVD ドライ
ブに挿入します。

3. DVD ドライブからブートします。

4. 画面の指示に従い、セットアップでドライバのロードを求めるプロンプトが表示
されたら USB またはフラッシュドライブから AHCI/RAID ドライバをロードし
ます。

5. SATA の場合は Intel ICH9 SATA AHCI Controller を選択し、RAID の場合は 
Intel ICH9 SATA RAID Controller を選択します。

6. 「次へ」をクリックしてドライバをロードし、インストールを続行します。

7. OS のインストールが完了したら、セクション 4.4.4、「NVIDIA グラフィックドラ
イバおよび RealTek オーディオドライバのインストール」 (4-8 ページ ) の手順に
従って NVIDIA グラフィックドライバと RealTek オーディオドライバをインス
トールします。

4.4.4 NVIDIA グラフィックドライバおよび RealTek 
オーディオドライバのインストール

Windows OS をインストールしたら、次の手順を実行して NVIDIA グラフィックド
ライバと RealTek オーディオドライバをインストールします。

1. ツールとドライバの DVD を DVD ドライブに挿入します。

2. 必要に応じて、次の手順に従って NVIDIA グラフィックドライバをインストール
します。

a. 次のコマンドを入力して、ツールとドライバの DVD 上のディレクトリに移動
します。

C:\> cd D:\drivers\windows\video\OS

ここで、OS は 2003、XP、または Vista です。

b. 実行可能ファイルを実行します。

c. インストールソフトウェアの指示に従って操作します。
4-8 Sun Ultra 24 Workstation オペレーティングシステムインストールガイド • 2007 年 11 月



3. 必要に応じて、次の手順に従って RealTek オーディオドライバをインストールし
ます。

a. 次のコマンドを入力して、ツールとドライバの DVD 上のディレクトリに移動
します。

C:\> cd D:\drivers\windows\audio\OS

ここで、OS は 2003、XP、または Vista です。

b. 実行可能ファイルを実行します。

c. インストールソフトウェアの指示に従って操作します。

4. ワークステーションをリブートします。

4.5 XpReburn スクリプトによるドライバの
入った Windows CD の作成
2003Reburn スクリプトまたは XpReburn スクリプトを使用すると、Intel プラット
フォーム固有のドライバおよび Intel RAID ドライバを含む Windows 用のインス
トール CD-ROM または ISO CD イメージを作成できます。

2003Reburn または XpReburn で作成した CD-ROM を使用すると、Windows OS と
一緒にプラットフォームに固有のドライバや RAID ドライバをインストールでき、ド
ライバを個別にインストールするひつようがありません。

ツールとドライバの DVD には 2003Reburn スクリプトおよび XpReburn スクリプト
が収録されています。2003Reburn スクリプトおよび XpReburn スクリプトに関する
詳細については、/utilities/OSReburn_x.x.zip ファイル内の readme.txt を
参照してください ( ここで、 OS は 2003 または XP、x.x はバージョン番号です )。

4.5.1 要件

2003Reburn と XpReburn を使用して Windows OS インストール CD を作成するに
は、次のものが必要です。

■ Solaris 10、RHEL、または SUSE を実行しているシステム

■ CD バーナー

■ 空の CD-R または CD-RW

■ Windows 2003 または XP CD ( 製品版のみ、OEM 版は不可 )

■ Sun Ultra 24 Workstation ツールとドライバの DVD
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4.5.2 2003Reburn または XpReburn の使用

Sun Ultra 24 Workstation 用ドライバおよび Intel RAID ドライバを含む Windows 
2003 または XP インストール CD を作成するには、次の手順に従います。

1. Solaris OS、Red Hat、または SUSE システムで、ツールとドライバの DVD を
挿入します。

2. スーパーユーザーとしてログインし、1.2G バイト以上の容量を持つ一時ディレク
トリを作成します。

次に例を示します。

# mkdir /files

3. 2003Reburn_ または Xp Reburn_version.zip ファイルをそのディレクトリにコ
ピーします。

ここで、version は、2003Reburn または XpReburn の最新のバージョン番号です。

次に例を示します。

# cp /utilities/XpReburn_1.0.zip /files

4. ツールとドライバの DVD を取り出して、製品版の Windows 2003 または XP CD 
を挿入します。

5. 2003Reburn_ または Xp Reburn_version.zip ファイルを解凍します。次に例を
示します。

# unzip -q XpReburn_1.0.zip

6. 2003Reburn スクリプトまたは XpReburn スクリプトを実行します。次に例を示
します。

# ./files/XpReburn

7. ISO イメージを作成したら、空の CD-R または CD-RW を挿入してイメージを書
き込みます。

8. CD を作成したら、CD をワークステーションに挿入し、CD から起動します。

9. OS のインストールが完了したら、セクション 4.4.4、「NVIDIA グラフィックドラ
イバおよび RealTek オーディオドライバのインストール」 (4-8 ページ ) の手順に
従って グラフィックドライバとオーディオドライバをインストールします。
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第 章A

Linux および Solaris OS リモート
イメージのインストール

A.1 PXE サーバーからの LINUX の
インストール
次の手順では、PXE サーバーがシステムと同じネットワーク上に設定され、PXE イ
メージがサーバーにロードされていることを前提としています。

PXE サーバーから起動するには、次の手順に従います。

1. システムブート時の BIOS の間に、F8 キーを押してブートメニューを表示します。

2. 「Intel Boot Agent IBA GE boot (Intel Boot Agent IBA GE ブート )」オ
プションを選択します。

3. インストールするイメージを選択します。

4. インストールが完了したら、リブートします。

5. ツールとドライバの DVD から手動でドライバをインストールする手順に従い
ます。
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A.2 JumpStart™ サーバーからの Solaris の
インストール

注 – この手順を開始する前に、Intel Ethernet ドライバ (e1000g) を含む Solaris イ
メージを作成して JumpStart サーバーに配置します。Solaris OS には、e1000g ドラ
イバが含まれていません。Jumpstart インストールについては、『Solaris 10 7/07 イ
ンストールガイド ( カスタム JumpStart/ 上級編 )』(819-5778) を参照してください。

次の手順に従って、Solaris をインストールします。インストール済みの Solaris OS 
を再インストールするには、『Sun Ultra 24 Workstation Service Manual (Sun Ultra 24 
Workstation サービスマニュアル )』(820-2480) を参照してください。

1. ブート時の BIOS の間に、F8 キーを押してブートメニューを表示します。

2. 「Intel Boot Agent IBA GE boot (Intel Boot Agent IBA GE ブート )」オプ
ションを選択します。

3. システムがインストールプロセスを自動的に開始し、インストールが完了すると
リブートします。

4. ドライバをプリロードするように JumpStart イメージが設定されている場合以外
は、セクション 2.6、「ドライバのインストール」 (2-4 ページ ) の手順に従ってドラ
イバをインストールします。
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